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【要旨】 
釈迦に説法ではあるものの、周知のように、疾患の発症に関与する要因は、両親から生
殖細胞を介して受け取った遺伝情報に限らない。生活習慣や化学物質曝露といった、自身
と周囲の環境から生じる様々な環境因子も疾患の発症に関係していることが知られている。
中でも昨今、環境要因はその個体だけに留まらず、遺伝要因と同様に、世代を越えて、長
期的に影響し得ることが明らかとなりつつある。そのため、エコチル調査に代表されるよ
うに、親の環境要因を加味した、これまでとは違った視点での次世代影響解析とその評価
が重要となってきている。 
本観点から我々は、食品、化粧品をはじめ、既に多様な産業分野の製品に実用化され、
日常的に曝露しているものの、その安全性に関する理解が十分とは言い難い、『ナノマテリ
アル（NM：粒子径 100 nm 以下の素材）』の次世代影響評価（Nano-Safety Science：ナ
ノ安全科学研究）を推進している。特に、食品添加物や香粧品基材として広く利用されて
いる非晶質ナノシリカなどを用い、妊婦・胎児・乳幼児をはじめとする脆弱な個体に焦点
を当てた、NM の生殖発生毒性・次世代影響に関する科学的根拠・情報の収集を試みている。
例えば、定性的・定量的な ADMET（吸収・分布・代謝・排泄・毒性）解析の結果、NM は、
従来までのサブミクロンサイズ以上の粒子（粒子径 100 nm 以上の素材）とは異なり、妊
娠期のマウスの胎盤を介して仔の肝臓や脳へ移行するだけでなく、胎盤障害を誘発し、流
早産や胎仔の発育不全、情動認知異常を惹起し得ることを見出した。また、雄親を介した
次世代影響評価も進めており、非晶質ナノシリカが次世代の情動認知機能に影響をおよぼ
し得るなど、雌親のみならず雄親曝露に起因した NM の次世代影響評価の重要性も認めつ
つある。一方で、ハザードが認められた NM に関しては、適切な表面修飾を施すことで、
その安全性を担保し得ることを明らかとしつつあり（Nano-Safety Design：ナノ最適デザ
イン研究）、安全かつ有効に持続利用可能なナノテクノロジー研究（Sustainable 
Nanotechnology）への展開を目指している。今後、胎生期・乳仔期の NM 曝露が成体期の
慢性疾患発症リスクにおよぼす影響を追究するなど、DOHaD 仮説に基づいた、NM の安全
性評価研究を推進していく予定である。 
本発表では、以上の NM の生殖発生毒性・次世代影響に関する我々の研究成果について、
オムニバス形式で紹介させて頂き、忌憚のないご意見・ご叱責を頂戴したい。 
 
 
